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生
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權w

#

殺锱
 

を

以

て

中

低

ギ

ダ

ド

が

ロ

ー

マ

に

起

源

を

發

す

る

ビ

い 

ふ
こ
ビ

'
は

出

來

な

い

。

何

故

な

れ
.«
'

こ

の

兩

漭

の

問

に
 

糨

續

的

な

關

係

を

證

«

立

て

る

も0

は

な
ぃ

か

ら

で

あ 

る

。

そ

れ

故^

同

じ

必

要

に

ょ

り

同

じ

狀

態

^

於
て
發 

生

し

た

.る

兩

制

度

が

顏

似

し

て

ぬ

る

ご

い

ふ
®

實
i

り

； 

外

| ^

は
>

推

斷

す

る

こ

ビ

が

出

，來

な

ぃ

も

の

で

办

る

。
.\

.

第

.

一

號

i

三
八

生
存
權
：
ミ
自
殺
權

铒
孫

, 

:
.
I
n
 

®

郞

吾

人

がs

己

め

生

存

を*

#

す

6!
の

權

利.

ば

、

又

た

\ 

' 

 ̂

> 

、
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- 
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ノ

V*

;イ
,

ノ< 

「
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/ 
.
6 

n
<

r  

む 

/

然
ヵ
毛
各
瓦
族
に
ょ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
相
双
し
た
風
俗
留
.
.

| 

.之
れ
を
.滅
絕
サo

む
る
の
權
利
を
包
へ
学
る

> J VJ

な
き

慣
I

く

ギ

ル

ド

の

形

議

馨

し

て
f

こ

ビ

染
_

や

。.

若
i

人

が
f

l

の
I

I

し
J

す
る

ふ\

■ »

ら
さ
る > 
ご
し
で
あ
る

®
に
驾
け
た
ケ
ル
マ
二 

\

權
利
代
し
て
、五

！！

人
が
菩
人
自
身
の
財
摩
に
謝
し
て
%
 

1
の
：名
^

'0
嗓
き
は
^

0
最
も
著
し
い
肩
で
あ
る
。

|「

す
る
權
利
ょ
り
類
推
し
得
可
し
と
.せ
ば
、
誉

に

之

れ 

賞
キ
ル
ド
の
起
源
に
.關
じ
て
論
す
べ
き
習
は
多
ぐ
，.|
を
保
持
す
る
の
權
S

、
之
f

養
應
し
て
"

I
破 

次
る
4

免
失
f
な
々
。
終
丨
乍
ら
梦
で
は
出
分
は
特
にI

壊
す
る
の
權
利
を
包
含
す
る
-も
の
ミ
論
ず
る
を
得
可 

そ
の
成
立
ピ
ロ
ー
.マ
の
紐
合
ビ
の
他
較
を
が
ふ
こ
(1
ビ

％
し
0

,

.

:

:

-

I
1
I
Ii
1
藝

け
^

以

て

滿

足

し

、
¥

¥

ド
の
#

國
に
於
け
る

終

達

及

び
各
«
類
の
ギ
ル
ド
に
就
い
て
は
特
ic
何
等
の
論
述
を 

賊
み
«:
い
。
へ：

:
 

•
 

'
 

*
 

.
 

-
.
.
.
:

——

、
.

........ 

•

.

\(

火
1 (-

十

年
十
ニ

月

十

七
"
-

描〕

M

i

:
:
: '

遮
'
莫

：
生

命

の

破

鑛

は

凡

ゆ

る
.

f

切

の

權

利

を

廢

滅 

せ
し
む

る

が

故
'
に

、•  
■

人

的

■

の

觀

念

典

の

者

と

相
‘ 

容

れ

ず

、

從

つ

て

又

た

其

一

ミ

し

て
W

る
こ
ビ
能
は
す 

と

主

張

：す

る

：を
#

可
b
>
,

鼓

し

侧

人0

蔽

權

秈

ば

織

べ

、
て
生
命
を
保
持
す
る
の
本
原
的
權
利
に
邡
の
基
礎
を
苻 

す
れ
ば
な
&
。
 

'

':
^

^
又
た
他
方
^
,於
て
、
；
自
已
保
存
は
一
の
社
會
的
：

義
務
な
y
ビ
着
倣
さ
る
可
き
も
の
ビ
せ
ば
、
猶
ほ
、
社

-

...:■■:
 

,
 

'
.
.
ベ
.
' 

-

.

..
 

.

.

. 

'
'
.
.
.
.
.

.
:-

會
纪
取
り
て
最
R十
何
等
の
效

用

を

苻

す

る
.

こ
ビ
な
S
生

. 

命
は
正
當
に
之
れ
を
奪
ふ
を
得
可
き
も
の
«

り
や
西 

や

、
苦
し
果
し
：て
然
ら
ば
、
常
該
個
人
は
自
ら
之
.れ
を 

奪
：ふ
の

權
利
を
荷
す
と
，稱
じ
微
可
き
や
不
M
や
の
附
題
を 

生
^
る
な
.る
可
し
P

,.

.

.

.

.

.

然
す
と
も
_
«*
|
的
|?
^
ょ
り
氣
6
的
は
プ
之
れ
^

. 

對
し
T
裁
斷
を
與
ふ
可
き
も
の
は
、
當
該
個
人
に
非
ず 

し
て
、
彼
れ
め
^
す
な
Mb
會
た
ら
ざ
る
を
#
ざ
.る>

W

し

- 

明
か
な
0
。
，其
の
生
存
を
以
て
0
己
^
収
-
て̂

は

-
の
：
！
 

勞
茜
は
ヶ
と
感
ず
る
<
々
％
>
_も
、
猶

ほ1

定
の
社
會 

的
勤
#
を
給
付
す
る
の
能
九
あ
る
こW

あ
る
可
し

;0

而

，
 

し
.て
、
彼
，れ
等
^'
し
て
^

し

斯

く

の

如

き

»

^

の

給

付
 

■ 

K從
事
せ
ん
が
、
恐
ら
く
は
其
の
生
存
を
以V

,

勞
苦
と

感
t
る
こ
'と
少
な
か
^.
^
§
ビ
.同
時
に
、
何
等
の
社
會 

的
效
用
を
有
す
る
こ
^

^
く
、
.又
.
^
、

事

實

、

他

'
人

に
 

對
し
て
負
擔
を
_
し
つ
'、
あ
，る
者
が
、
自
己
を
.除
去
せ

ん

と

せ

ざ

る

場

合

あ

る

可

し

。

-

)

.

,

'

:

\

,

洵

^

_

殺

に

關

す

る

意

見

は

時

代

を

異

に

ず

る

に

從
 

I
.

ひ

て

、

又

た

颇

る

.

區

，ダ

た
.

ふ

も

の̂

し

て

、

安

住

の

地
 

一
を
死
に
，求

め

ん
S

す

必
0

傾

向

は

，相

異

れ

る

.人

種

の

間
 

:

k

於

て

著
し
ぐ
相
違

.

せ
る

‘
も
の
>

あ

る

な
b

。

(
s

t
c

h
ie

,  

N
a

t
c

r
a

r

 

R
ig

h
t
w

,’  

I
o o
v o

'
5)

 

p
p

.  

I
2
4

-
5

U
。

■ 

r
i  

:

 

■

■ :

.',

'

靈

魂

の

不

滅

を

說
.

き

v
"

•

從

容

、
死
代
就
け
る
ソ
ク 

ラ

チ
ー

V

ス
が
最
後
の
日
の
對
話
を
叙
せ
る
ブ
ラ
ト
ー
ン 

.

の「

フ
ィ
ド
ー」

(

へ
ぎ̂

|

)

は

皁

く

旣

に

道

般

の

問

®

を 

取
®

へ
P

O

生
活
の

.

全

部

は

死
.

^

對

す

る

の

準

備

、
有 

體

的

存

在

は
^

^

魂

の

，
禁

獄

、

身
®

の

欲

求

は

悉

ぐ

純
.1
E

. 

な

る
^

識
に
對
す
，る
障
#

y
:
.
而

し

て

死

に

数

す

る

憧

憬
 

は

賢

人

に

取

り

，て

自

然

に

し

て

又

穴

適

當

な

を

心

的

狀

，
第

.1

猇

、
,

1

H

九

第.

十
® :

猞

(

5

九)

；
：

雜

0

也

蓓
權
'と
自
殺
權



M

準

五

#

n

四
〇)

雜

錄
生
存
锱
と
自
殺
镏
. 

能
な
り
^
說
げ
る
ン
ク
'
フ
チ
ー
ズ
は
ゼ
.

—

ベ
の
靑
咕 

C
e
b
e
s

が
.

「

•
然

ら

ば

何

が

故

に

輿

論

.^
自

殺

を

許

す

可

ら
 

中
ビ
倣
す
や」

の
_
に
»
し
て
、「

神
々
は
@
入
を
加
護 

し

、
而

し

T

吾
人
人
類
は
.彼
.れ
等
：の
所
有
產
.の1

な

笫

1

號

、
1
四
Q

.可
き
.打
爲
}t
非
ず
し
て
、
寧
ろ
卑
怯
®
る
*
に
鳩
す
、 

W
ち

勞

-V
M
-5
;
囘
避
す
る
は
怯
儒
な
る
を
以
て
な
b
 

o而 

し
てS

I

殺
は
死
が
名
#
な
る
が
傲
に
、
之
れ
を
敢
す
る 

R
非
中
し
て
、
害
惡
を
避
ぐ
る
が
爲
め
に
之
れ
を
行
ふ

ぅ」

、「

從
づ.
て
、
若
し
汝
が
奴
隸0 ;i

R

し

て

、

汝

が

ニ

，
も

の

な

-?
)
?
。. 

(E
th

,  f
i
l
l
,

 v
ii,  

§  

II.  )

o

彼

れ

：
を

死

に

着

.か

し

む

る

を

欲

す

る

旨

を

暗

示

せ

ざ

る
 

-

に
、
自
殺
せ
ん
€
せ

-«
、
恐
ら
く
汝
は
彼
れ
^
對
し
て 

憤
激
し
、(

而
^
て
若
し
與
ふ
可
く
ん
ば
彼
れ
を
所
罰
せ 

ん
ビ
す
る
な
る
可
し」

。

1~
1
然
ら
ば
、
宛
も
今
の
余
に
對 

す
る
が
洳
く
、
ff
i
fが
成
る
人
を
，必
然
自
殺
す
る
の
：a
む」

な
，き
狀
篮
の
下
に
骰
く
の
前
^
、
彼
れ
は
之
れ
を
行
ふ

.

.

.

: 

.

.

.

..-

-
.
.
.

可
き
も
の
に

非
ず
？
主
張
す
る
は
恐
ら
く
不
條
理
に
非 

ざ
る
可
し」

ビ
。(

p
h
s
s
d
o
r

 
1
6
.
0

: :

ア

マ

ス

トI

ク

リ

ー

ズ

亦

た

其

の

「

輪

理

學」

第

j
l

1

編
 

第

七

章k

於

て

、
奥

氣
0

性

質

を

論

ず

る

に

當

り
、

a

 

殺
に
言
及
し
て
日
く
、
死
し
て
®

窮

、
：

：

愛

欲

，
若

；
し

く

は

. 

總

て.

の.

告

痛

を■
免

れ.

ん
ビ
す
る

.

は

.與

收

な

る
..
人

..の

爲

す

I
I
S
'
*

 

•

キ
レ
：丨
ネ
學
派
に
從
へ
ば
、
人
生
ハ
01
を
り)

唯
一
の
因 

的
は
快
樂
な
り
、
而
し
て
或
る
者
は
之
れ
を
刹
那
の
感 

覺(

戈
1

を

l

^
si
v

倣

、
し

、

他

は

永

遠

の

快

樂

苦
 

し
く
は
幸
福(

g
;^
'o
>?v
^

i
J:
な
i
ビ

觀

れ

然
 

，
るU

、

»•
驗
は
、
人
座
が
快
樂
ょ
b
も
咨
痛
を
與
ふ
る 

「

こ
ど
大
に
し
で
、
輿
の
幸
福
？！
幻
想
に
外
な
ら
ざ
る
^
 

立
證
せ
ト
。
是
れ
R
由
ぅ
て
、
人
注
の
目
的
は
實
現
せ 

ら
る
、
こ
^
な
く
、
X
た
實
現
し
#
ざ
る
も
の
な
^
N
o 

從
つ
て
ヽ
人
生
は
何
等
の
價
做
を
布
す
る
こ
ご
な
し
。

是
R
於
て
乎
、.
死
は
生
ょ
6
も
寧
ろ
選
む
可
き
も
の
ビ 

爲
る
。
.何
ビ
な
れ
ば
、
.
死

は

少

く

も

人

類

に

.
取

U'♦, i

1

可
能
な
石
幸
福
、
' 即
ち
完
全
な
る
“山
^
の
制
腿
ょ
り 

成
，る
^
極
{K
幸
福
を
:-
z
t
2
A
fc
致
す
が
故
：/j：
h
y
o 

0̂
0*
。
”
.° 

T
U
S
C
U
r
I
.
,

 

3
4
“ 

A

 

niaiis 

m
o
r
s

 

a
b
d
u
d
t
.)。

撕
く 
て 

快
■
主

義

は

^
名

5矿
5;
の
哲
_
に
於
け
る
厭
埤
主
1 

ど
爲
り
て
現
れ
た
り
。

へ''
グ
シ
ア
ス
は
キ
レー

ネ
の 

A
r
i
s
t
i
p
p
u
s

の
後
、
四
世
代
に
し
て
此
に
出
で「

死
の
皴 

吹
者」

-^
ぞ
0\
>̂

を
|

7)

な
る
#
號
f
e得

た

(
D
iog. 

L
a
e
r
r

尸

8
6.)。

凡
ゆ
る
積
極
的
快
樂
の
滿
足
R

a

M
 

.せ

る

彼

办

は

ャ

其

の

著

「

飾

饑

に

出

る

自

殺

」

、

並

.
び

化
 

:

其
の
講
_
中
化
於
て
、
人
：生
ゆ
禍
雛
を
叙
し
て
、
，強
く 

:當
時
の
入
.心
を
動
し
、
爲
め
に
趣
歷
山
利
孤
の
宫
憲
を 

し
て
、：

自
殺
の
宣
傅
ょ
り
生
：じ
つ
、
あ
石
危
險
を
防
止 

す
る
が
爲
め
R
、
彼
れ
の
謂
義
を
禁
止
す
る
の
a
む
な 

&
 
を
感
知
せ
し
め
た
b

c:
>J
U
^
o
{
c
e
r

,0
T
u
s
a
, 

1
'
3
4
>

00
3
, 4;

 

pioutarchos, 

D
e

 

A
m
o
r
e

 

prol.iv e
.
5
.) 

o 

彼
れ
は
：幸
福
を
以
て
到
速
ん
得
ざ
る
も
の
ビ
ま
張
し
、

而
し
て
諸
善
を
選
む
こ
ビ
ょ
b
 
4
0

、
寧
ろ
謝
惡
を
避
く 

第
十
五
.猶

ハ(

一四ご？人
雜
錄
生
存
權
ミ
自
殺
榴

51て
mM へ

S .

S '

UV
'V

る
の
勞
務
を
賢
人
に
强
ひ
ん
ビ
せ
り

拆
ぐy

皮
i
*ま 

一
切
の
外
部
的
事
物
欠
對
し
て
無
關
心
な
る

に

Fl
l

b 

て
、
自
己
ょ
り
西
痛
及
び
快
樂
を
除
去
す
る
を
以
て
、

.

^
生
最
高
の
0
的
ど
»
た
6
。

へ
ゲ
ン
ア
ス
は
、
何
物 

| 
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又
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ら
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彼
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す
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